
「最新の知見を学び、論文を
執筆するためには、英語は欠
かせません。また生物学と情
報学が融合したバイオイン
フォマティクスにはプログラ
ミングも必須で、学生たちと
一緒に私も勉強中です」と語
る奥村准教授。

キイロショウジョウバエも線虫と同様に世代時間
が短く、遺伝実験に適した実験動物。炭酸ガスで麻
酔をかけて作業を行う。

線虫Pristionchus pacificusの頭部の電子顕微鏡写真（広島大学の共同実験施設で撮影）。
環境によって口の形が幅広型（左）と狭小型（右）に分かれる。

10

さんの住む家は快適ですか？実は、
日本では冬の居住環境が「寒い」ケー

スが多いといわれています。これは、住宅自体
の構造的な問題もありますが、伝統的に囲炉裏
やこたつのように「暖を採る」手法が好まれてき
た背景があり、家全体を暖める発想ではなかっ
たことが関係しています。しかし家の中に極度
な温度差があると、ヒートショックと呼ばれる
健康被害を招く危険があります。「少ないエネ
ルギーで健康な居住環境を工学的に創造する
こと」これが私の研究の基本となるところです。
　通常は快適性を追求すると多くのエネル
ギーが必要になります。コロナ禍で換気のため
に窓を開ける機会が増えましたが、室内が寒く
／暑くなるため、結果的に空調の利用が多く
なってしまうことを実感したかもしれません。今
行っている研究の一つに、エネルギーを増やさ


